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「環境影響と効用の比較評価に基づいた化学物質の管理原則」

１．研究実施の概要（特に本年度の新しい結果について、アンダーラインを引いた）

化学物質による環境への負の影響（リスク）とベネフィットを評価し、そのバラ

ンスにたって化学物質の管理原則を導くこと、最終的には、化学物質に関する環境

政策に科学的な根拠を提供することを目的に研究を行っている。

いくつかの化学物質を選び、その環境中動態の把握、人の健康へのリスク評価で

一定の実績を挙げた。特にダイオキシンの発生源解析で著しい成果を挙げた。また、

リスクマネージメントにおいて、発生源解析の重要性を認識させる際だった成果を

出した。発生源推定解析という新しい問題意識を鮮明に打ち出し、市原市のエチレ

ン排出源推定、PRTR（化学物質の排出と移動に関する法律）データの検証などで

も、成果を挙げた。

人の健康リスク評価では、不確実性を考慮した評価、胎児へのリスク評価等まで、

守備範囲を広げた。

また、生態リスク評価手法の開発でも一定の進展がみられた。リスク・ベネフィッ

ト解析をするためには、化学物質の生態リスクと面的な開発による生態リスクが、

同じ尺度で評価されなければならないという考えの下に、種の絶滅確率という尺度

で評価する方法を、開発すべく、努力してきた。その結果、種の絶滅待ち時間（絶

滅確率に読み替え可能）を尺度として評価し、さらにそれと同等な意味を持つ、環

境容量の変化として表現する手法を開発した。この手法を応用して、DDTの生態リ

スク評価を行った。

また、土壌の環境診断で、新しい展開が見られた。

尚、これらの研究結果の詳細は、http://www.kan.ynu.ac.jp/～rmgでみることができ

る。

２．研究実施内容

　研究実施内容を、以下の分類にしたがって、報告する。

　�．化学物質の環境中動態の予測、実測、リスク評価

　�．生態影響のフィールド調査と実験室試験

　�．リスク評価手法に関する研究
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　　２－１．（化学物質の環境動態の予測、実測、リスク評価）について

　　　（目的）

化学物質の排出源解析、環境中での動態解析を、実測と予測モデルを使っ

て追跡し、人や生物への暴露量を推定する。

　　　（主たる結果）

①　ダイオキシン類について、主たる発生源が農薬であることをつきとめた。

これは、宍道湖底質のコアサンプル、東京湾底質のコアサンプルの解析か

らも確かめることができた。

②　コプラナPCBの発生源解析をはじめた。

③　ダイオキシン類の大気中挙動を把握することができた。

④　宍道湖流域のダイオキシン動態の解明を試みた。

⑤　自動車排ガス起因のベンゼンによるリスク評価を終わり、微細粒子状物

質の研究を始めた。

⑥　PRTR法で報告された排出化学物質量の検証を行う、プログラムを提案

することに成功した。

⑦　東京湾と宍道湖で、各種生物の食物連鎖網での位置とダイオキシン濃度

との関係についての研究が行われた。（プランクトン類から鳥類まで）

　　２－２．�（生態影響についてのフィールド調査と実験室試験）の研究

　　　（目的）

化学物質の生態リスクを、種の絶滅確率として評価することを目的とした

バイオアッセイ（生物や生物組織を用いた毒性試験）と、開発による植生変

化のフィールド調査を行う。

　　　（主たる結果）

①　ノニルフェノールについて、魚類を用いたバイオアッセイによる、生命

表実験を行い（毒性の齢別影響の測定）、結果を得た。

②　多摩川の水試料について内分泌攪乱物質の濃度の測定と内分泌攪乱活性

の測定を続けている。その中で、人からの排泄物の一つであるエストロン

（女性ホルモン）が大きな割合を占めていることを、見つけた。

③　土壌系では、土壌動物による複合汚染評価法を確立することができた。

④　土壌細菌の16SリボソームDNAに基づく環境診断の研究が続いている。

　　２－３．�（リスク評価手法に関する研究）について

　　　（目的）

「損失余命」を尺度とする人の健康リスク評価手法、「種の絶滅確率」を尺

度とする「生態リスク」評価手法の開発、およびリスク・ベネフィット原則

に基づく、総合評価の手法の確立と事例研究を目的とする。
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　　　（主たる結果）

　　　　＜人の健康リスク関係（�に関連）＞

①　ダイオキシンの曝露解析において、不確実性の解析を行った。胎児リス

クの評価手法と結果を発表した。

＜生態リスク評価（�に関連して）＞

②　DDTの生態リスク評価に成功し、新境地を切り開いた。その結果、種の

絶滅待ち時間（絶滅確率に読み替え可能）を尺度として評価し、さらにそ

れと同等な意味を持つ、環境容量の変化として表現する手法を開発した。

③　期待多様性損失という尺度を用いて、湿地開発の生態リスク評価を行っ

た。

＜リスクベネフィット解析＞

④　ベンゼン削減策のリスクベネフィット解析を行った。

⑤　焼却炉における、ダイオキシン削減策についてのリスクベネフィット解

析を行った。

⑥　中見池湿地開発のリスクベネフィット解析を行った。

⑦　情報の価値という新しい視点が加わった。
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